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報告第３３号 

専決処分の報告について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により別紙のとお

り専決処分したので、同条第２項の規定により報告する。 

令和６年１２月９日提出 

鈴鹿市長 末 松 則 子 

専決処分事項 

損害賠償の額の決定及び和解 
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専  決  処  分  書 

損害賠償の額の決定及び和解について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第

１８０条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。 

令和６年１１月２９日 

鈴鹿市長 末 松 則 子 

法律上市の義務に属する損害賠償について、次のとおりその額を決定し、及び和解

するものとする。 

１ 損害賠償の額 

６６９，６３６円 

２ 和解の相手方 

鈴鹿市 

個人 

３ 損害賠償の義務の発生の原因となる事実 

令和６年２月８日、地子町地内の市道飯野寺家１６２号線において、職員が公用

車を運転中、交差点を左折しようとした際、当該交差点を自転車で直進してきた相

手方に接触したもの 
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報告第３４号 

専決処分の報告について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により別紙のとお

り専決処分したので、同条第２項の規定により報告する。 

 

 

 

 

令和６年１２月９日提出 

 

鈴鹿市長 末 松 則 子 

 

 

専決処分事項 

市営住宅の滞納家賃等の支払及び明渡しの請求に係る訴えの提起 
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専  決  処  分  書 

市営住宅の滞納家賃等の支払及び明渡しの請求に係る訴えの提起について、地方自

治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、次のとおり専決処

分する。 

 

令和６年１２月３日 

 

鈴鹿市長 末 松 則 子 

 

１ 被告となるべき者 

鈴鹿市安塚町３１５番地 

市営住宅安塚団地Ｃ棟 ５１１－３２号 

ＤＡ ＳＩＬＶＡ ＲＯＳＥ ＡＰＡＲＥＣＩＤＡ こと ダ シルバ ロゼ 

アパレシダ（市営住宅入居契約者） 

 

２ 請求の趣旨 

(１) 被告は、原告に対し、物件目録記載の建物を明け渡せ。 

(２) 被告は、原告に対し、金２８６，１００円及び令和６年１０月１１日から第

１号の建物明渡済みまで１か月金６１，４００円の割合による金員を支払え。 

(３) 訴訟費用は、被告の負担とする。 

との判決及び第２号につき仮執行宣言を求める。 

 

３ 物件目録 

鈴鹿市安塚町３１５番地 

市営住宅安塚団地Ｃ棟 ５１１－３２号 

 

４ 訴訟遂行の方針 

次の者を訴訟代理人と定める。 

四日市市浜田町１番１５号 ＰＣＯ四日市駅前５階 

杉岡法律事務所 
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弁護士 杉岡 治 
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